
病院勤務医のための 

KAMPO Seminar 2017 
日時 2017年6月25日(日)10:00-13:00 
会場 ヴィアーレ大阪 2階クリスタルルーム 

ビッグデータからみる漢方薬 
 

康永 秀生 先生 
東京大学大学院医学系研究科 公共健康医学専攻臨床疫学・経済学 教授 

エビデンスから漢方を使いこなすコツを考える 

萩原 圭祐 先生 
大阪大学大学院医学系研究科先進融合医学共同研究講座 特任教授 

 Question and answer session 

10:00-11:00 

11:15-12:35 

12:35-13:00 

主
催 

----------------------------------------------参 加 申 込 書 ---------------------------------------------- 

ご施設：                                                
 
ご芳名：                                            

FAX番号 
06-6441-4168 

※当日、軽食を準備しております 

定員 100名  
定員になり次第、 
締切らせて頂きます 

※弊社の個人情報保護への取組みの詳しい内容につきましては、ホームページhttp://www.tsumura.co.jp/でご確認頂けます。
尚、当日のご出席確認の為、ご芳名、ご施設名をご記入頂きます。 

第一報 

http://www.tsumura.co.jp/


お問い合わせ先 
株式会社ツムラ 大阪第一支店 大阪第二営業所 (担当)中村、福村、村上 

 

☎(電話)06‐6441‐4136  📠(FAX)06‐6441‐4168 
 

                    ＜当日連絡先＞📱080-6746-9014(中村) 

 ヤ ス   ナ ガ      ヒ  デ    オ 

康永 秀生 先生 
 

〈ご略歴〉 
平成06年               東京大学医学部医学科 卒業 
平成06年~平成07年   東京大学医学部附属病院（研修医） 
平成07年~平成12年   竹田綜合病院外科,旭中央病院心臓外科に勤務 
平成12年~平成15年   東京大学大学院医学系研究科公衆衛生学（大学院） 
平成15年~平成20年   東京大学医学部附属病院 企画情報運営部（助教） 
平成20年~平成25年   東京大学大学院医学系研究科 医療経営政策学講座（特任准教授） 
平成23年                  Department of Health Care Policy,Harvard Medical School(Visiting Faculty) 
平成25年4月~          東京大学大学院医学系研究科公共健康医学専攻臨床疫学・経済学分野（教授） 
 

〈所属学会〉 
日本外科学会,日本疫学会,医療経済学会,日本公衆衛生学会 
 

〈受賞〉 
平成25年11月 日本医師会研究奨励賞 

 ハ  ギ   ハ ラ       ケ イ    ス ケ 

萩原 圭祐 先生 
 

〈ご略歴〉 
平成06年 広島大学医学部医学科 卒業 
平成16年 大阪大学医学系大学院博士課程 修了 
平成17年 大阪大学医学部附属病院 免疫アレルギー感染内科 医員 
平成18年 大阪大学大学院医学系研究科呼吸器・免疫アレルギー内科 助教 
平成23年 大阪大学大学院医学系研究科漢方医学寄附講座 准教授 
平成29年 大阪大学大学院医学系研究科先進融合医学共同研究講座 特任教授 
 

〈所属学会〉 
日本内科学会(総合内科専門医,内科指導医),日本リウマチ学会(リウマチ専門医,リウマチ指導医,リウマチ学会評議員) 
日本東洋医学会(漢方専門医,漢方指導医,東洋医学会代議員) 
 

〈受賞〉 
平成16年 第32回日本臨床免疫学会優秀ポスター賞 
平成17年 第33回日本臨床免疫学会優秀ポスター賞 
平成19年 アクテリオン アカデミアプライズ奨励賞 

講 師 紹 介 

〈康永先生より一言〉 
近年、医療ビッグデータを用いた臨床研究が盛んになりつつあります。本講演では、漢方薬をテーマとしたいくつかの医療ビッグ 
データ研究を紹介します。ビッグデータ研究でよく用いられる傾向スコア分析(propensity score analysis)についても、具 
体例を用いてわかりやすく解説します。 

〈萩原先生より一言〉 
漢方におけるエビデンスの集積は、漢方の科学的解明を意味するだけでなく、大建中湯や抑肝散などの漢方が効果を示す病態
が提示されている可能性があります。漢方病態を理解すれば、その応用範囲はぐっと広がります。この講演では、エビデンスを基
に、その処方が示す漢方的背景を解説し、漢方を使いこなすコツをお話していきます。 
 


